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＜連絡事項＞
・退院後、あおぞらクリニックへ通院となる患者様の場合は、退院時サマリー、退院時要約、診療情報提供書の3点を初外来前日までに社内便でクリニック看護師宛に送ってください。
・退院時サマリーが電子カルテに保存されていない場合もあるため、確実に保存するようお願いします。

・電子カルテの処方チェックシステムの更新が6/19(火)17:00～実施されます。実施中は処方オーダーできませんので周知お願いします。
・電子カルテに入っている緊急時の書式が違うため、現在確認中です。使用しないようお願いします。また、他にも書式が違うものがあるかもしれませんので病棟でコピーし使用する場合は他の書式と照らし合わせて使用するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・宮崎　榮子様～本日、療養環境変更目的にて南病棟Cユニットへ転出。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放観察中、奇声を上げながらホール内を徘徊していることあるが他室侵入や他者トラブルなく経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・柏山　知也様～状態落ち着いていることから本日より時間隔離変更（20：00～10：00）へ変更となる。穏やかに過ごすことできており、スタッフの声掛けも疎通良好。Ｂユニットにて過ごすこと許可となっているが前回、精神状態悪化した際に一緒だった患者様もいるため、注意していく。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・沼山　深雪様～終日隔離中。食事は朝・昼食共に1/2摂取することできており、適宜水分摂取も行えているため、本日は点滴実施せず、経過。スタッフの声掛けにも疎通良好。臥床して過ごしている事多い。主治医よりvdsのリーマスを夕に服用させるよう指示。引き続き精神症状の経過観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・矢崎　さかえ様～帰宅要求あり、スタッフの説明には一時的に納得はするがしつこさあり。
・三上　キネ様～深夜帯にて排尿量多く、血圧の低下みられているため、ドパミン35滴/分から40滴/分へ増量している。また、酸素飽和度88％へ低下あり、酸素5L→3Lへ減量している。日勤帯では血圧安定しているため、45滴/分→35滴/分へ変更。収縮期血圧100～110㎜Hgで経過している。酸素飽和度も98～99％で経過しているため、10:00酸素5L→3Lへ減量。減量後も酸素飽和度の低下なし。本日は発熱もなく、JCS20。

・田端　希依子様～深夜帯にて喘息発作あり、吸入行っている。日勤帯では呼吸器症状なく経過。幻聴に左右された発言なく、スタッフ対応穏やか。
・熊谷　樹里様～声掛けにも離床せず、レストランへの移動は拒否。ホールへ配膳すると1/3～1/4摂取することできている。

・和田　昌様～昨日、酸素飽和度の低下ないため、酸素中止としているが酸素飽和度の低下なく経過している。痰絡みはあるが自己排痰することできており、排泄行動もできている。カバータイプのオムツからリハビリパンツへ変更。歩行時のふらつきもないため、合併症室からBユニットへ移動している。気分高揚なく、臥床傾向。
＜皮膚科＞
・泉山　紀子様～湿疹特変なく、潰瘍、掻痕あり。ストロメクトール3T　1×空腹時処方となる。個室にて対応することとなる。

・下村　慶子様～爪白癬あり、テルビナフィン軟膏塗布、左第3～4趾間にゲンタマイシン+ガーゼ保護の指示となる。
＜田名部Dr診察＞
・澤村　彬様～臨時薬はレボトミン50㎎→75㎎へ増量、カルバマゼピン600㎎→300㎎へ減量となり、7日分処方。
・袴田　将志様～レボトミン10㎎追加となる。
・服部　英喜様～脊柱管狭窄症があったとのことで足の疼痛訴えあり、ハップスター処方となっている。臨時薬はハルラック→ブロチゾラムへ変更。
・宗前　清様～コントミン57.5㎎、グラマリール50㎎→25㎎へ減量、ロラゼパム止めとなり、7日分処方。
・江刺家　キヨ様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・松本　好子様～臨時薬はアリピプラゾール15㎎→12㎎へ減量、リフレックス15㎎追加となる。
・佐藤　俊也様～臨時薬はカロナール止めとなっている。
・木村　正志様～イグザレルト15㎎、ランソプラゾールOD15㎎、オキシブチ二ン2㎎追加となる。
・矢崎　さかえ様～臨時薬はファモチジン止めとなっている。
・村中　つや様～臨時薬は同内容で7日分処方。本日、娘様来院している。現在の病状説明行い、今後、介護度の変更行い、施設入所の方向となる。現在、1か所申し込んでおり、南山苑にも申込み行う予定。
＜新入院患者様＞
氏　　名：渡部　節子様

　生年月日：昭和10年12月23日82歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Cユニット6号室

  入院形態：医療保護入院

　担当医　：田名部Dr

　＜入院に至った経緯＞

　　田子町介護老人保健施設「たっこ」入所中。H29年より、「夫が浮気している。息子は頭がおかしい」など妄想言動が強くなっていた。同年6月にアルツハイマー型認知症として、ドネペジル、メマリーなど処方されていた。同年10月から「たっこ」に入所している。H30年4月には、悲観的な言動が強まる事もあったが、その後は不穏が目立ってきて、H30.6.8より、アルツハイマー型認知症の周辺症状に対して同施設でセロクエルを使用していた。日中はある程度、鎮静されていたが、幽谷になってから不穏傾向が強く、「なんで自宅に帰れないのよ。夫も息子も家で麻雀してるのよ!」など怒り出すことも見られていた。施設看護師長に対しても「あんた、なんなのよ!」と興奮して暴言を吐いていた。興奮すると杖を振り回す他害行為も見られていた。リスパダールなど不穏時の薬も処方されていたが、強い拒否や抵抗することが見られていた。同施設での対応が困難であるため、H30.6.14当院受診。車いす上で本人の不穏と拒絶がつよく、息子様同意で東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

・LT：Bプラン
・オムツプラン②
